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中央大学プロフィール
◎所在地

東京都八王子市東中野742-1

（多摩キャンパス）

◎沿革

1885年に若い法律家18人のメンバ
ーによって創立された英吉利法律学
校がその始まり。初代校長にはイギ
リスのミドル・テンプルで学んだ増島
六一郎が就任した。このミドル・テン
プルという名称が後の中央大学の名
称の由来になったとも言われている。
1905年に中央大学と改称し、1920年
に大学令によって中央大学として公
式に認可された。1949年に設置され
た工学部が1962年に理工学部とな
り、1992年には情報工学科を新設し
た。「実学の精神」という伝統に基づ
いて、時代の要請に応えた人材を輩
出するという教育理念を掲げている。

◎ネットワーク環境

多摩キャンパス内は、100Mbpsの
FDDIネットワークが設置されている。
後楽園キャンパスとは768Kbps、付
属高校及び駿河台記念館とは
64Kbpsで接続されている。外部ネ
ットワークにはTRAIN経由で1M
bpsで接続されている。

jhttp://www.ta
m
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斉藤孝研究室

圧倒的な情報の渦の中で、人間は本当に知的な創造活動ができるのか？情報を処理するための
時間ばかりがかかって、それができないのではないか。今回訪問した中央大学の斉藤孝教授の研
究室では、インターネット時代の情報の渦の中で、知的活動を行うための方法を研究している。

デジタルライブラリーを研究された経

緯を教えていただけますか

私の研究室の大きなテーマとして“情

報からの解放”ということがあります。抽

象的なのですが、これについて説明させ

てください。

図書館の歴史を見てみますと、図書館

が作られてきた理由には、それだけ情報

量が増えてきたので1か所に集めるとい

うことがあります。しかしこれからもっ

と情報が爆発的に増えると、人間は情報

の海に溺れてしまうのではないかと考え

られるわけです。

人間が情報の海に溺れないようにする

ためには、人間を情報から解放してあげ

なくてはいけないのです。しかし、今の状

況は新しい情報が出てきたら人間は次々

に吸収しなくてはいけない。インターネッ

トはそのいい例で、次から次へと限りな

く新しい情報が生まれてきます。結局、

情報を探しているだけで一生が終わって

しまう。情報を探し、吸収し、そこから人

間が知的で創造的な活動を行う時間が

なくなってしまうんです。

いくら情報が増えたとしても、肝心な知

的作業ができないのでは仕方がありませ

ん。人間が本当に創造的で知的な作業

を行うためには、情報から解放される必

要があるのです。

そのためには、人間がわざわざ覚える

必要のない余計な情報は、デジタルライ

ブラリーに収めておき、自分の頭には余

計な情報を入れないという方法があるの

ではないでしょうか。つまり、自分の頭を

身軽にしておくということです。それが情

報からの解放になるのです。

それは、われわれの身の回りにはすで

に起こっています。たとえば、ワープロが

登場したことの意味は、ワープロというデ

ジタルの辞書に漢字を覚えさせることで、

われわれは漢字や語彙を覚えることから

解放されたのです。それによって、文章

をいかに練って推敲できるかという、漢

字を覚えることとは違う知的な作業に専

念することができたのです。

そのような情報からの解放という意味

をもっと進歩させ、次の段階は本のよう

な知識が集積されたものをデジタルライ

ブラリーに入れれば、膨大な情報から人

間が解放されることでしょう。それによっ

て、人間はもっと知的な作業ができるよ

うになる。それがデジタルライブラリーの

コンセプトなんです。斉藤孝教授

斉藤研究室のホームページ。
jhttp://syajyo.tamacc.chuo-u.ac.jp/
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デジタルライブリーを実現するために

どのような研究をされているのですか

デジタルライブラリーの特徴は大別して

3つあります。まずは、“情報ビジュアライザ

ー”と呼ばれるものです。情報から人間を

解放するうえで、インターネット上などに限

りなく存在する情報を人間がどういった形

で見たいのだろうかというのが問題にな

ります。

たとえば、昔から図書館を利用している

人にとっては、情報を見つけるのに図書館

の建物の中を歩いて探せるような見え方

をしているほうがいいかもしれない。また、

本を読み慣れている人にとっては、本をめ

くるような見え方のほうがよいのかもしれ

ません。こういった、デジタル技術を使っ

た比喩的表現を通じて情報を見えるよう

にしていこうと考えています。

次に、“情報エージェント”というものがあ

ります。これは、自分の代わりに検索して

くる機能で、いわば電子図書館司書のよう

なものです。図書館に行くと、欲しい本を

探してくれたり、どんな本が目的のものと

一致するかなどといったアドバイスを与え

てくれる人がいるわけですが、この機能を

持つものなのです。

3つ目は、従来の図書館データベースや

企業のリレーショナルデータベースなどと

連動する機能です。これによって既存の情

報も生かすことができるようになります。

具体的には、どのような形になるのか

説明していただけますか

この画面を見てください（図-1）。まだ想

像図なのですが、ウィンドウの中にはさまざ

まな情報があります。文献情報を探す人に

とっては、情報が紙文献の集合体であるフ

ァイルの姿で表示されます。その背景に

は、参照や引用の情報構造があたかもくも

の巣のように表されるのです。それらの情

報が画面に無数に表示されます。その情

報宇宙の中には、情報を集めてくる情報エ

ージェントが控えているのです。この画面

は、情報ビジュアライザーの機能の1つと

言えます。もちろん、図書館の建物の中を

歩くように探したいという人、リンク構造だ

け見えればいいという人とさまざまでしょ

うから、それぞれ違う可視化の方法で情報

を表現する情報ビジュアライザーを使えば

いいわけです。知的な情報探索の方法は

人によって異なります。情報を探す道のり

をどのように表現するか、どのように見え

る形にするかということが、このデジタルラ

イブラリーの研究では重要なことなのです。

今後はこのシステムをどのように運用

していく予定ですか

研究を始めて1年目ですが、先ほどの3

つの要素はほぼ完成段階にあります。まっ

たく新しい技術を開発するというよりも、既

存の技術を組み合わせて構築しようとして

いるので、研究のスピードは速いのです。

まず、入れ物というべきシステムが完成

したら、学内の各部の論文などを入れて評

価していただき、ライブラリーとしての形に

していきたいと思っています。

199719971997

研究室内は広く、参考文献などもた
くさん所蔵している。

デジタルライブラリーを研究している
サーバー群。

イメージ図をVRMLによってある程度まで具体化した画
面。仮想現実の空間に情報が並んでいることを表現し
ている。

情報が整然と並んだ形で情報を可視化することもある。

図-1 デジタルライブラリーのイメージ図。情報を可
視化するとこのようになる。
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